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はじめに：水晶振動子型水素漏洩検知器では測

定子である水晶振動子回路のインピーダンス

が温度依存する。これまでに水晶振動子型水素

漏洩検知器への温度の影響を調べたところ 15
～50℃の範囲において水素濃度換算で約７％

分の温度による変化があることがわかった。ま

た、得られた温度変化を線型関数で近似するこ

とによりこの関数から温度変化分を求めこれ

による温度補正を行うことにより上記約７％

分の変化を最大 1.6％まで低減した 1。 
 しかしながら水素の大気中における爆発限

界の下限濃度が約４％であることを考えると、

バックグラウンドの温度変化はそれよりも一

桁小さいことが望ましい。 
 本研究では気体を測定する水晶振動子とは

別に温度測定用の水晶振動子を用いて温度を

同時測定することにより温度補正する方法を

試みた結果について述べる。この方法は 10-4 Pa
程度の真空度においては動作することがわか

っているがこれまでに大気圧での効果につい

ては調べられていない 2。この方法の大気圧で

の適応性を調べることにより水晶振動子型水

素漏洩検知器の屋外使用を行うために必要な

温度補正の方法を確立することを目的とする。 
実験：新しい測定装置は２つの水晶振動子を測

定子としており、そのうちひとつは真空的に隔

絶された空間にあり、接触している気体の圧力

及び成分の影響を受けず、温度にのみ依存した

出力を生じる。もうひとつの水晶振動子は実際

の大気での測定に用いられ、水素漏洩などの大

気の成分変化及び圧力、そして温度に依存した

出力を生じる。以下この測定器を簡単に「温度

補正型検知器」と呼ぶ。この測定器には一度求

めた出力の温度依存性の結果が１℃単位で入

力されており、得られた温度の情報から温度変

化分を求めることができるため、この分を実際

の出力から相殺することにより温度補正して

いる。この測定器を真空装置に取り付け、装置

内に大気圧の窒素を封入した後測定器周辺の

温度を変えて測定した。 
結果：図に温度変化させた時の「温度補正型検

知器」の出力（赤）を、以前測定した温度補正

のない水晶振動子型水素漏洩検知器の結果

（黒）とともに示す。なおそれぞれの値は実測

値を絶対圧力で補正し、さらに温度依存性を線

型関数で近似することにより温度変化分をさ

らに補正した値である。図からわかるように水

晶振動子を温度の代替として用いた温度補正

を行うことにより以前はバックグラウンドの

差異が水素濃度換算で 1.6vol.%であったとこ

ろ、これを 0.2 vol.%まで低下することができ、

この温度補正が有効なことが示された。 
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Figure Temperature dependences of pressure-calibrated 
quartz oscillator output with (red) and without 
(black) temperature calibration. 
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